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新 潟 県 津 南 町

features

12 ニュー・グリーンピア津南の再生へ
～課題と今後の方針～

02 令和７年度

津南町二十歳のつどい

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

●記事の訂正について

　4 月 20 日号に掲載しました５ページ「令和７年度当初予算」の「対前年比伸び率」の表に誤りがありました。正しくは「特別会計・公営企業

会計」の「計」の「対前年比 (%)」が△ 2.3、「合計」の「対前年比 (%)」が 2.5 です。

　また、23 ページ「なじょもん通信」の「苗場山麓ぶらり旅」の日時に誤りがありました。正しくは「５月 31 日㈯ 午前９時〜 12 時」です。

訂正してお詫びいたします。
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スナップ写真
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特集 令和７年度　津南町二十歳のつどい



広報 4令和７年５月号

特 
集
Topic

二
十
歳
のこ

と
ば

き
た
い
で
す
。

　

私
は
現
在
理
学
療
法
士
を
目
指
し
て
青
森

県
の
大
学
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。３
年
生
と
な

り
、よ
り
実
践
的
な
勉
強
が
始
ま
り
、思
い
悩

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。ひ
と
り
遠
く
離
れ
た
場
所
で

生
活
し
て
い
る
と
、津
南
町
で
過
ご
し
た
日
常

の
あ
り
が
た
み
を
実
感
し
ま
す
。ど
ん
な
時
も

寄
り
添
い
、支
え
て
く
れ
た
家
族
の
大
切
さ
や

偉
大
さ
、た
く
さ
ん
の
友
人
の
存
在
、の
び
の
び

と
育
て
て
く
れ
た
津
南
町
の
自
然
や
人
の
温

か
さ
な
ど
、す
べ
て
が
当
た
り
前
で
は
な
く
か

け
が
え
の
な
い
大
切
な
も
の
で
あ
り
、た
く
さ

ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
今
の
私
が
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

二
十
歳
を
迎
え
た
今
、刻
々
と
変
化
す
る

世
界
情
勢
や
異
常
気
象
な
ど
、私
た
ち
が
こ

れ
か
ら
生
き
て
い
く
世
の
中
は
想
像
を
超
え

る
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。多
く
の
困
難
や
課

題
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。し

か
し
、こ
れ
ま
で
ふ
る
さ
と
で
培
っ
た
経
験
や

知
識
を
生
か
し
、共
に
成
長
し
た
仲
間
と
支
え

合
っ
て
突
き
進
め
ば
、ど
ん
な
困
難
も
乗
り
越

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
は
あ
り
ま
す

が
、社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、津
南

町
に
貢
献
し
、恩
返
し
し
て
い
き
ま
す
。よ
り
一

層
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、輝
か
し
い
未
来
に
向

か
っ
て
よ
り
一
層
邁
進
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、

代
表
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
、私
た
ち
の
た
め
に
、こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
式
典
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。共
に
学
び
あ
っ
た

仲
間
と
こ
こ
津
南
町
で
二
十
歳
の
節
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。こ

こ
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、家
族

や
先
生
が
た
、地
域
の
か
た
が
た
、友
人
た
ち

の
温
か
い
支
え
の
お
か
げ
で
す
。心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
は
近
年
稀
に
み
る
大
雪
と
な

り
、津
南
町
も
積
雪
量
３
メ
ー
ト
ル
超
え
な

ど
、全
国
各
地
で
記
録
的
な
積
雪
量
と
な
り
ま

し
た
。全
国
ニ
ュ
ー
ス
で「
津
南
町
」の
文
字
を

見
る
た
び
に
、地
元
の
雪
深
さ
を
実
感
し
ま
す

が
、そ
の
反
面
、他
で
は
見
な
い
ほ
ど
き
れ
い
に

除
雪
さ
れ
た
道
路
、お
い
し
い
水
や
雪
下
人
参
、

充
実
し
て
ス
キ
ー
が
で
き
る
恵
ま
れ
た
環
境

を
、雪
を
通
し
て
再
認
識
し
、誇
り
に
思
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
が
、津
南
町
に
貢
献

し
、こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
守
り
続
け
て
い

代
表
　
滝た

き

沢ざ
わ 

来く
る

実み 

さ
ん
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本
日
は
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
式

典
を
挙
行
し
て
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。二
十
年
間
ず
っ
と
そ
ば
で
支

え
続
け
て
、こ
こ
ま
で
立
派
に
育
て
て
く
れ
た

家
族
、私
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ

た
地
域
の
皆
様
、先
生
が
た
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
に
は
吃
音
と
い
う
言
語
障
害
が
あ
り

ま
す
。人
前
で
流
暢
に
話
す
こ
と
が
苦
手
で

す
。で
す
が
、こ
ん
な
私
で
も
ど
も
る
こ
と
を

恐
れ
ず
、大
勢
の
人
の
前
で
話
す
こ
と
や
、で

き
な
い
と
思
っ
た
こ
と
に
も
挑
戦
で
き
る
勇

気
が
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
ず
っ
と
こ
の
よ
う

な
性
格
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。大
学

受
験
に
向
け
た
進
路
決
定
の
際
に
、私
自
身

が
こ
れ
ま
で
避
け
て
き
た
吃
音
と
向
き
合
う

よ
う
に
な
り
、現
在
で
は
大
学
で
言
語
障
害

の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
き
っ
か
け
を
作

り
、充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
の
は
、吃
音
に
悩
む
私
に
寄
り
添
っ

て
く
れ
た
家
族
や
先
生
が
た
の
温
か
い
言
葉

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。私
の
夢
の
実
現
に
全
力

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、今
の

私
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
幼
い
時
に
両
親
か
ら
あ
る
言
葉
を

教
わ
り
ま
し
た
。「
頼
ま
れ
ご
と
は
試
さ
れ
ご

と
。」人
か
ら
何
か
を
頼
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、あ
な
た
に
は
そ
れ
が
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、そ
れ

に
感
謝
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。私
は
こ
の

言
葉
を
大
切
に
し
続
け
た
結
果
、た
く
さ
ん

の
人
と
出
会
い
、た
く
さ
ん
の
困
難
を
乗
り

越
え
て
き
ま
し
た
。人
に
頼
ま
れ
た
時
、そ
れ

は
自
身
が
成
長
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。こ
れ

か
ら
の
人
生
、私
だ
け
で
な
く
新
成
人
の
皆

さ
ん
に
も
同
様
に
困
難
が
待
ち
受
け
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。そ
れ
を
避
け
て
通
る
よ
り

も
、少
し
で
も
い
い
か
ら
挑
戦
し
て
み
る
方
が

き
っ
と
楽
し
く
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
代
の
社
会
は
人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ

て
お
り
、二
十
歳
の
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。ど
う
か
こ

れ
か
ら
も
温
か
い
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。自
然
あ
ふ
れ

る
こ
の
津
南
町
と
、こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
感
謝
し
、希
望
で
満

ち
た
未
来
に
向
か
っ
て
よ
り
一
層
精
進
し
て

い
く
こ
と
を
誓
い
、代
表
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

代
表
　
中な

か

澤ざ
わ 

仁ひ
と

成な
り 

さ
ん

M
e
s
s
a
g

e
 0

2
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二は

た

ち

十
歳
の
顔

令
和
七
年
度
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個人・集合写真は、記念品（写真の額）と合わせてお渡し
します。式典参加者には、連絡ハガキを送りますので
そのハガキを持参し文化センターにおいでください。
■お問い合わせ
　津南町教育委員会　生涯学習班　℡ 025-765-3134
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観光地域づくり課　商工観光班

半戸　宝良さん（入庁３年目）

～
令
和
８
年
４
月
採
用
津
南
町
職
員
募
集
～

津
南
町
の「
未
来
」を
創
る
仕
事
、

　
  

そ
の
一
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

職員の声　

私
は
、
現
在
観
光
地
域
づ
く
り
課

商
工
観
光
班
に
所
属
し
、
イ
ベ
ン
ト

の
運
営
等
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
よ
り
多
く
の
か
た
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
、

日
々
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
で
は
、
若
手
職
員
が
非
常

に
多
く
活
躍
し
て
お
り
、
風
通
し
の

良
い
雰
囲
気
が
魅
力
で
す
。

　

幅
広
い
業
務
を
行
い
な
が
ら
、
様
々

な
経
験
を
積
み
、
住
民
の
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
た
め
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
の
未
来
の
た
め
に
、
ぜ
ひ

一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
！

職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

第
１
回
職
員
採
用
試
験

　

令
和
８
年
４
月
に
採
用
す
る
津
南
町
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
第
１
回
職
員
採
用
試
験
】

⑴
一
般
事
務
（
大
学
卒
業
程
度
） 

若
干
名

⑵
一
般
事
務
（
社
会
人
経
験
者
対
象
） 

若
干
名

⑶
土
木
技
師
ま
た
は
建
築
技
師

　
（
大
学
卒
業
程
度
） 

 

若
干
名

⑷
土
木
技
師
ま
た
は
建
築
技
師

　
（
社
会
人
経
験
者
対
象
） 

若
干
名

⑸
保
育
士 

若
干
名

⑹
保
健
師 

１
名
程
度

【
第
２
回
職
員
採
用
試
験
（
予
定
）】

　

第
１
回
の
応
募
状
況
や
採
用
状
況
に
応
じ

て
、
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑴
一
般
事
務
（
高
校
卒
業
程
度
） 

若
干
名

⑵
土
木
技
師
ま
た
は
建
築
技
師

　
（
高
校
卒
業
程
度
） 

若
干
名

⑶
保
育
士
（
社
会
人
経
験
者
対
象
） 

若
干
名

※
第
２
回
を
実
施
す
る
場
合
、
７
月
５
日
号

お
知
ら
せ
版
に
掲
載
予
定
で
す
。

⑴
一
般
事
務
（
大
学
卒
業
程
度
）

　

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）

を
卒
業
ま
た
は
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に

１ 
受
験
資
格

卒
業
見
込
み
の
者

⑵
一
般
事
務
（
社
会
人
経
験
者
対
象
）

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
民
間
企
業
な

ど
に
お
け
る
職
務
経
験
の
期
間
が
令
和
７
年

６
月
末
現
在
で
５
年
以
上
あ
る
者

⑶
土
木
技
師
ま
た
は
建
築
技
師（
大
学
卒
業
程
度
）

　

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）

の
土
木
ま
た
は
建
築
の
専
門
課
程
を
履
修
ま

た
は
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
履
修
見
込

み
の
者

⑷
土
木
技
師
ま
た
は
建
築
技
師
（
社
会
人
経

　

験
者
対
象
）

　

昭
和
45
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
民
間
企
業
な

ど
に
お
け
る
土
木
ま
た
は
建
築
の
専
門
職
務

経
験
の
期
間
が
令
和
７
年
６
月
末
現
在
で
５

年
以
上
あ
る
者

⑸
保
育
士

　

平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保

育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
令
和
８
年

３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込
み
の
者

⑹
保
健
師

　

平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保

健
師
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
令
和
８
年

３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込
み
の
者

⑺
ど
の
職
種
と
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

・
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
執
行
を
受
け
る
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⑴
申
込
期
間

　

令
和
７
年
５
月
20
日
㈫
～
６
月
９
日
㈪

㊟
１　

郵
送
の
場
合
は
、
６
月
９
日
必
着
分

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

２　

持
参
の
場
合
は
、
土
日
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

⑵
申
込
場
所　

津
南
町
役
場　

総
務
課

⑴
申
込
書
の
請
求
先

　

津
南
町
役
場　

総
務
課
総
務
班

　

津
南
町
大
字
下
船
渡
戊
５
８
５
番
地

※
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
、
返
信
封
筒
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、
押
印

し
、
写
真
（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
）
１
枚
を
貼
り
、

他
に
２
枚
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

２ 

試
験
日
時
及
び
会
場

３ 

受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

４ 

受
験
手
続

【
社
会
人
経
験
者
対
象
を
除
く
一
般
事
務
及

び
土
木
技
師
ま
た
は
建
築
技
師
、
保
育
士
及

び
保
健
師
】

⑴
第
１
次
試
験
（
筆
記
試
験
）

①
対
象
者　

社
会
人
経
験
者
対
象
を
除
く
一

般
事
務
及
び
土
木
技
師
ま
た
は
建
築
技

師
、
保
育
士
及
び
保
健
師
の
受
験
申
込
者

②
期
日　

令
和
７
年
７
月
13
日
㈰

③
試
験
会
場

・
新
潟
会
場　

新
潟
県
自
治
会
館

　

（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
‐
１
）

・
東
京
会
場　

全
国
町
村
会
館　

　

（
千
代
田
区
永
田
町
１
‐
11
‐
35
）

④
試
験
の
方
法

　

ア
、
職
務
基
礎
力
試
験

　

職
務
能
力
試
験
と
職
務
適
応
性
検
査
を

択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

イ
、
専
門
試
験

　

専
門
知
識
及
び
能
力
に
つ
い
て
択
一
式

筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

・
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

㊟
職
務
能
力
試
験
及
び
専
門
試
験
の
科
目
別

　

の
出
題
分
野
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
職
務
能
力
試
験

　

地
方
行
政
へ
の
関
心
と
理
解
、
文
章
を
正

確
に
理
解
し
事
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
力
、

論
理
的
に
思
考
し
判
断
す
る
力
、
現
状
や
統

計
等
の
資
料
を
分
析
し
課
題
を
発
見
す
る

力
、
国
内
外
の
社
会
情
勢
へ
の
理
解
と
新
た

な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
基
礎
知
識

※
基
礎
的
な
内
容
が
出
題
さ
れ
る
の
で
、
特

別
な
対
策
や
勉
強
は
不
要
で
す
。

・
専
門
試
験

（
一
般
事
務
）

　

憲
法
、行
政
法
、民
法
、経
済
学
、財
政
学
、

社
会
政
策
、
政
治
学
、
行
政
学
、
国
際
関
係

（
土
木
技
師
）

　

数
学
・
物
理
・
情
報
、
土
木
構
造
設
計
（
構
造

力
学
、
構
造
設
計
）、
土
木
基
盤
力
学
（
水
理
学
、
土

質
力
学
）、
測
量
、
社
会
基
盤
工
学
、
土
木
施
工

（
建
築
技
師
）

　

数
学
・
物
理
・
情
報
、
建
築
構
造
設
計
、
建

築
構
造
、
建
築
計
画
、
建
築
法
規
、
建
築
施
工

（
保
育
士
）

　

社
会
福
祉
、
こ
ど
も
家
庭
福
祉
（
社
会
的

養
護
を
含
む
。）、
保
育
の
心
理
学
、
保
育
原
理
、

保
育
内
容
、
子
ど
も
の
保
健

※
障
害
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
右
記
の
い
ず

れ
か
の
分
野
で
出
題
す
る
可
能
性
あ
り

（
保
健
師
）

　

公
衆
衛
生
看
護
学
、
疫
学
、
保
健
統
計
学
、

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

⑤
合
格
発
表

８
月
上
旬
に
決
定
し
、
受
験
者
全
員
に
結

果
を
通
知
し
ま
す
。

⑵
第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）

①
対
象
者

　

社
会
人
経
験
者
対
象
を
除
く
一
般
事
務
及

び
土
木
技
師
ま
た
は
建
築
技
師
、
保
育
士
及

び
保
健
師
の
第
１
次
試
験
合
格
者

②
期
日
等

８
月
下
旬
に
津
南
町
役
場
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。
試
験
の
日
時
、
場
所
等
は
、
決

定
次
第
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

【
社
会
人
経
験
者
対
象
の
一
般
事
務
及
び
土

木
技
師
ま
た
は
建
築
技
師
】

⑴
第
１
次
試
験
（
小
論
文
試
験
）

①
対
象
者

社
会
人
経
験
者
対
象
の
一
般
事
務
及
び
土

木
技
師
ま
た
は
建
築
技
師
の
受
験
申
込
者

②
期
日　

令
和
７
年
７
月
13
日
㈰

③
試
験
会
場

　

津
南
町
役
場

　
（
津
南
町
大
字
下
船
渡
戊
５
８
５
番
地
）

④
試
験
の
方
法

ア
、
小
論
文
試
験

　

テ
ー
マ
に
基
づ
く
記
述
式
に
よ
る
小
論
文

試
験
を
行
い
ま
す
。

⑤
合
格
発
表

　

８
月
上
旬
に
決
定
し
、
受
験
者
全
員
に
結

果
を
通
知
し
ま
す
。

⑵
第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）

①
対
象
者

　

社
会
人
経
験
者
対
象
の
一
般
事
務
及
び
土
木

技
師
ま
た
は
建
築
技
師
の
第
１
次
試
験
合
格
者

②
期
日
等

　

８
月
下
旬
に
津
南
町
役
場
で
実
施
す
る

予
定
で
す
。
詳
細
は
、
決
定
次
第
対
象
者

に
通
知
し
ま
す
。
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 津南学術文化・スポーツ奨励賞受賞式
— ４月23日　役場大会議室 —

　令和６年度に学術文化やスポーツの分野で優秀な成
績を収めた個人や団体が表彰されました。
　学術文化部門で個人２名・２団体、スポーツ部門で個
人 22 名・２団体と多くのかたが全国大会や世界大会の
舞台で活躍しました。

↑今年も多くのかたが受賞しました

↑本山雄太さんによる受賞者代表の言葉

スポーツ部門　奨励賞
第 41 回全日本シニアバドミントン選手権大会  出場 武

たけ

田
だ

　淳
じゅん

次
じ

第７回全日本社会人バスケットボール選手権大会 他  出場 風
かざ

巻
まき

　竜
りゅう

英
えい

天皇賜杯第 93 回日本学生陸上競技対校選手権大会 他
女子１万メートル競歩７位 山

やま

岸
ぎし

　芽
め

生
い

第 10 回全日本大学女子硬式野球選手権高知大会 他   出場 村
むら

山
やま

　　晏
あん

第 74 回全国高等学校スキー大会 他  女子５km フリー７位 久
く

保
ぼ

田
た

美
み

有
ゆ

第 28 回全国高等学校女子硬式野球選手権大会 他  出場 桑
くわ

原
はら

　悠
ゆう

妃
き

第 68 回北陸陸上選手権大会 他  女子５千メートル競歩１位 山
やま

岸
ぎし

明
あ

日
す

香
か

第 29 回北信越高等学校新人陸上選手権大会  男子砲丸投５位 樋
ひ

口
ぐち

　天
てん

真
しん

第 37 回全国高等学校選抜スキー大会  男子 15㎞クラシカル他出場 若
わか

井
い

　　陸
りく

オールジャパンベースボール中等部全国大会 2024  出場 桑
くわ

原
はら

　大
やま

和
と

2024-25U15 CULB BASKETBALL GAMES  出場 髙
たか

波
なみ

　哲
てっ

平
ぺい

令和６年度全国中学校体育大会
第 62 回全国中学校スキー大会  大回転出場 小

こ

島
じま

　　啓
けい

令和６年度全国中学校体育大会第 62 回全国中学校
スキー大会  男子５㎞クラシカル他出場 宮

みや

﨑
ざき

　　出
いづる

令和６年度全国中学校体育大会第 62 回全国中学校
スキー大会 他  女子３㎞クラシカル他出場 久

く

保
ぼ

田
た

朱
しゅ

花
か

令和６年度全国中学校体育大会第 62 回全国中学校
スキー大会 他  男子５㎞クラシカル他出場 滝

たき

沢
ざわ

　俊
しゅん

太
た

第 47 回全国 JOC ジュニアオリンピックカップ
夏季水泳競技大会  自由形 100 ｍ他出場 中

なか

澤
ざわ

　杏
あん

俐
り

PRIDJAPAN 全国選抜学童軟式野球大会 2024 富山大会  出場 桑
くわ

原
はら

　健
けん

伸
しん

PRIDJAPAN 全国選抜学童軟式野球大会 2024 富山大会  出場 桑
くわ

原
はら

　岳
がく

叶
と

ねんりんピックはばたけ鳥取 2024
津南町ゲート

ボール連盟

ねんりんピックはばたけ鳥取 2024
津南町グラウンド

ゴルフ協会

学術文化部門　奨励賞
第48回全国高等学校総合文化祭

自然科学部門 ポスター発表 奨励賞 石
いし

田
だ

妃
ひ

菜
な

佳
か

第48回全国高等学校総合文化祭
自然科学部門 ポスター発表 奨励賞 野

の

﨑
ざき

　昊
こう

太
た

クエストカップ2025全国大会 優秀賞
１stステージ 準企業賞

津南中等教育学校

「家
いえ

奈
な

良
ら

大
だい

和
わ

」

学術文化部門　特別賞
クエストカップ2025全国大会 優秀賞 

1stステージ出場
津南中等教育学校

「家康」

スポーツ部門　特別賞
第79回全日本ウエイトリフティング選手権大会 他

男子 102kg 級 6 位 風
かざ

巻
まき

　　光
ひかる

SAGA2024 国民スポーツ大会 他  男子 96kg 級出場 本
もと

山
やま

　雄
ゆう

太
た

FISU 冬季ワールドユニバーシティゲームズ 他
男子 7.5km × 4 リレー１位 ( ２走 ) 滝

たき

沢
ざわ

　育
いく

矢
や

第 39 回全日本学生チャンピオンスキー大会 他
男子 10km クラシカル５位 津

つ

端
ばた

　一
いっ

徹
てつ
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■
教
室
紹
介 

※
教
室
は
祝
日
休
講

・
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

　

毎
週
火
曜
日　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
４
時
～
５
時

　

姿
勢
や
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に
必
要
な
筋
肉

を
鍛
え
ま
す
。
骨
盤
廻
り
の
筋
肉
を
動
か
し

体
幹
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で
基
礎
代
謝
量
を

上
げ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

・
ボ
デ
ィ
ス
ト
レ
ッ
チ

　

毎
週
火
曜
日　

午
後
２
時
15
分
～
３
時

　

毎
週
金
曜
日　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

　

筋
肉
を
し
っ
か
り
伸
ば
し
ま
す
。
タ
オ
ル

を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
足
踏
み
美
人
（
あ
し
ぶ
み
ビ
ー
ト
）

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
５
時
50
分
～
６
時
20
分

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
足
踏
み
を
行
う
軽
め
の

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
で
す
。

■
詳
し
く
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
へ

　

お
問
い
合
わ
せ　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
は
、
ゆ
っ
く
り
裸
で
浸

か
れ
る
温
泉
だ
け
で
の
ご
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、

水
着
を
着
用
し
て
入
る
サ
ウ
ナ
や
各
浴
槽
、

温
泉
プ
ー
ル
に
加
え
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
や

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
さ
ら
に
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
や
各
教
室
な
ど
が
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

【
温
泉
プ
ー
ル
で
の
教
室
】

　
（
昼
開
催
の
教
室
は
プ
ー
ル
全
面
貸
切
）

【
フ
ロ
ア
で
の
教
室
】

・
水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

毎
週
月
曜
日　

午
後
1
時
15
分
～
２
時

　

水
の
中
で
行
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
筋
ト
レ

が
中
心
の
水
中
運
動
で
す
。

　

初
心
者
の
か
た
や
水
に
慣
れ
て
い
な
い
か

た
に
も
お
勧
め
で
き
る
ク
ラ
ス
で
す
。

・
ア
ク
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
1
時
15
分
～
２
時

　

水
の
中
で
行
う
筋
ト
レ
に
加
え
、
音
楽
に

からのお便り

けい
ぎょう

　

津
南
町
に
は
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ぬ
味
を

守
り
続
け
る
食
堂
、
地
域
の
お
祭
り
を
支

え
る
職
人
技
、
雪
国
の
暮
ら
し
に
根
ざ
し

た
仕
事
な
ど
、
ま
ち
に
欠
か
せ
な
い
「
営

み
」
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
多
く
は
、
家
族
経
営
の
小
さ
な
お

店
や
、
代
々
続
い
て
き
た
手
仕
事
。
派

手
さ
は
な
い
け

れ
ど
、
町
の
風

景
の
一
部
と
な

り
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
支
え

て
く
れ
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
近

年
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少

の
影
響
で
、
後

継
者
が
い
な
い

ま
ま
閉
店
・
廃

業
す
る
お
店
や

「
絶
対
に
残
し
た
い
、あ
の
味
、あ
の

店
、あ
の
仕
事
」タ
レ
コ
ミ
大
募
集
！

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

事
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
気
づ
け
ば
、
い

つ
も
通
っ
て
い
た
あ
の
店
が
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
閉
め
た
ま
ま
、
そ
ん
な
光
景
も
珍
し
く

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

津
南
町
の
中
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
存

在
し
て
い
た
お
店
や
技
術
こ
そ
、
い
つ
か

失
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
〝
か
け
が
え
の

な
い
も
の
〟
で
す
。

　

た
と
え
ば
、思
い
出
の
味
が
あ
る
食
堂
、

地
域
の
行
事
を
支
え
る
職
人
、
唯
一
無
二

の
技
術
を
持
つ
か
た
な
ど
、皆
さ
ん
の「
残

し
た
い
！
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
地
域
の
大
切

な
仕
事
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の

ヒ
ン
ト
と
し
て
、
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ち
を
愛
す
る
皆
さ
ん
の
声
が
、
未
来

を
つ
く
る
力
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
「
残
し
た
い
想
い
」

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　

継
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
（
ま
ち
な
か
Ｏ
Ｓ
だ
ん
だ
ん
内
）

　

担
当
：
緒
方

　

℡
０
７
０
‐
９
２
４
５
‐
９
７
５
４

残したいモノ
タレコミ大募集！

QR はこちら

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

合
わ
せ
て
動
く
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
で
す
。

・
ア
ク
ア
リ
ズ
ム

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
1
時
15
分
～
２
時

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
７
時
～
７
時
45
分

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
膝
の
曲
げ
伸
ば
し
、
腕

の
開
閉
、
ジ
ャ
ン
プ
な
ど
の
動
き
で
、
指
先

に
い
た
る
ま
で
全
身

の
運
動
が
で
き
、
何

よ
り
楽
し
く
有
酸
素

運
動
が
で
き
ま
す
。



広報 12令和７年５月号
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広報 14令和７年５月号

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

く
ら
し

　

町
内
で
も
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
世
帯
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た
め

の
見
守
り
や
、
買
い
物
、
簡
単
な
掃
除
や
調

理
、
ゴ
ミ
出
し
、
電
球
等
の
交
換
な
ど
、
高

齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

６
月
21
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

■
会
場

　

津
南
町
役
場　

３
階　

大
会
議
室

■
内
容

　

高
齢
者
の
状
況
・
高
齢
者
の
特
徴
と
理
解
・

生
活
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動

に
つ
い
て

■
対
象

　

地
域
で
の
高
齢
者
の
見
守
り
や
支
え
合
い

に
関
心
の
あ
る
か
た
。年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

令
和
７
年
度

つ
な
ん
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

苦
情
・
要
望
を
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
は
？

■
そ
の
他

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
事
前
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

講
座
を
受
講
後
、
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
活
動
を
希
望
す
る
場
合
は
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
講
座
を
き
っ
か
け
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
支
え
合
い
の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
福
祉
保
健
課
内
）

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
５

　

行
政
相
談
と
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、
公
正
中
立
な
立
場

か
ら
、
行
政
機
関
全
般
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
、
要
望
を
お
聴
き
し
、
解
決
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
行
政
の
制
度
や
運
営
の
改
善
に

活
か
す
仕
組
み
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
町
政
の
進
展
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
か
た
を
「
町
政
功
労
者
」
と
し
て

表
彰
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
こ
こ
に
紹
介
す
る
５
名
の
か
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 町
政
功
労
者

令
和
７
年
度

↑左から入沢さん、髙波さん、太田さん、中山さんの代理出席の
　山田さん、丸山さん

↑左から中山さん、瀧澤さん（表彰式欠席のため個別撮影）

自治功労表彰

30年の長きにわたり、津
南町殉難者慰霊の会会長
として尽力されました。

中山　正一さん

消防防災表彰

30年の長きにわたり、消防
団員として尽力されました。

太田　正孝さん

30年の長きにわたり、消防
団員として尽力されました。

髙波　覚栄さん

30年の長きにわたり、消防
団員として尽力されました。

瀧澤　学さん

30年の長きにわたり、消防
団員として尽力されました。

入沢　英美さん



15 広報 令和７年５月号

新
潟
県
保
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

保
育
士
の
就
職
活
動
・

現
場
復
帰
を
支
援
し
ま
す

戸
籍
に
振
り
仮
名
が

記
載
さ
れ
ま
す

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を

迎
え
ら
れ
る
皆
様
へ

■
対
象　

　

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
か
た
ま
た
は
今

後
取
得
見
込
み
の
か
た
で
、
就
職
活
動
中
の

か
た

■
開
所
時
間　

　

月
か
ら
金
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所　

　

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階

　
（
新
潟
市
中
央
区
上
所
）

■
内
容　

　

求
人
情
報
検
索
、
就
職
等
に
向
け
た
相
談

（
電
話
・
来
所
）、
施
設
見
学
の
橋
渡
し
な
ど

　

令
和
７
年
５
月
26
日
に
改
正
戸
籍
法
が
施

行
さ
れ
、
戸
籍
の
記
載
事
項
に
氏
名
の
振
り

仮
名
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
籍
地
市
区
町
村
か
ら
戸
籍
に
記
載
さ
れ

る
予
定
の
振
り
仮
名
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

通
知
書
の
発
送
時
期
は
市
区
町
村
に
よ
っ

て
異
な
り
、
津
南
町
に
本
籍
の
あ
る
か
た
へ

の
発
送
は
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
頃
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

通
知
の
振
り
仮
名
が
正
し
い
と
き
は
、
届

出
を
し
な
く
て
も
通
知
の
と
お
り
戸
籍
に
記

載
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
振
り
仮
名
の
届
出
に
手
数
料
は
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
。ま
た
、届
出
を
し
な
か
っ

た
と
し
て
も
、罰
則
や
罰
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

戸
籍
の
振
り
仮
名
制
度
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
振
り
仮
名
の
届
出
に
当
た
っ
て
法

務
省
や
市
区
町
村
に
金
銭
を
支
払
う
よ
う
要

求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、毎
年
９
月
に
行
う
敬
老
事
業
で
、

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ
る
ご

夫
婦
を
お
祝
い
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
該
当

さ
れ
る
ご
夫
婦
は
、
次
の
と
お
り
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

［
金
婚
（
結
婚
50
年
）］

　

昭
和
50
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

［
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60
年
）］

　

昭
和
40
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

■
申
出
方
法

　

５
月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬
頃
に
各
ご
家
庭

に
回
覧
さ
れ
る
「
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

夫
婦
調
査
票
」
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
婚

姻
日
は
自
己
申
告
制
の
た
め
、
お
申
し
出
が

な
い
と
お
祝
い
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

　

医
療
保
険
、
年
金
、
福
祉
、
雇
用
、
道
路
、

河
川
な
ど
の
国
の
仕
事
に
つ
い
て

■
定
例
行
政
相
談
の
日
時

　
【
日
時
】　

原
則
偶
数
月
の
８
日

　
（
役
場
閉
庁
日
の
場
合
は
次
の
開
庁
日
）

　

※
今
年
度
か
ら
偶
数
月
に
開
催
と
し
ま
す
。

　

次
回
は
６
月
９
日
㈪
と
な
り
ま
す
。

　
【
時
間
】　

午
前
９
時
か
ら
正
午

■
会
場

　

津
南
町
役
場
３
階

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
保
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
７
２

　
（
新
潟
県
福
祉
保
健
部
こ
ど
も
家
庭
課
）

募
　
集

　

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
着
任
か
ら
２

年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
津
南
町
が
取
り
組

移
住
定
住
実
績
報
告
会
と

暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
参
加
地
域

募
集
の
ご
案
内

懐
か
し
の
あ
の
料
理
、教
え
ま
す

郷
土
料
理
教
室
参
加
者
募
集
！

　

町
公
民
館
で
は
、「
郷
土
料
理
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
対
象
者
は
老
若
男
女
、
町
内

在
住
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
家

族
に
喜
ば
れ
る
料
理
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
（
第
２
回
目
）

　

６
月
18
日
㈬　

午
後
７
時
か
ら
９
時

■
講
師　

津
南
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

■
内
容　

米
粉
を
使
っ
た
お
や
つ
系

■
参
加
費　

５
０
０
円

ん
で
き
た
移
住
・
定
住
施
策
の
現
状
と
成
果

に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
に
広
く
ご
報
告
す

る
た
め
、
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
昨
年
度
よ
り
開
始
し
た
「
お

て
つ
た
び
」
を
活
用
し
た
「
津
南
町
暮
ら
し

体
験
ツ
ア
ー
」
の
取
り
組
み
内
容
を
ご
紹
介

し
、
今
年
度
の
参
加
希
望
地
域
・
集
落
の
募

集
に
つ
い
て
も
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
や
集
落
の
将
来
に
関
心
を
お

持
ち
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
な
た

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　

６
月
10
日
㈫　

午
後
１
時
か
ら
３
時

■
会
場　

津
南
町
役
場
３
階　

大
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
地
域
づ
く
り
課　

商
工
観
光
班

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４
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　前月までに100日運動カードを提
出いただいたかたを、このコーナーで
ご紹介します（敬称略）

健康体力健康体力
づくりづくり 100日運動100日運動

 8100日 中村チエ子（堂平）
 4400日 大倉敏雄（小下里）
 3900日 大倉マツ（小下里）
 2400日 藤ノ木良子（小下里）
 2300日 清水政利（大割野）
 400日 桑原イヨ子（貝坂）、篠原花子（外丸）

　
主な運動：ラジオ体操、リハビリ体操、ゲート

ボール、健骨体操、水中運動他

＜実施された行事＞
〔４月〕
	 22日	 議会だんだんよくする懇談会
	 23日	 町身体障害者互助会定例総会
	 	（議長）
	 25日	 町建築協議会通常総会（議長）
〔５月〕
	 ２日	 臨時全員協議会
	 ３日	 町二十歳のつどい
	 	（正副議長、正副総文委員長）
	 ８日	 全員協議会
	 ８日	 議会便り発行

＜今後予定されている行事＞
〔５月〕
	 22日	 議会だんだんよくする懇談会
	 23日	 県特別豪雪地帯市町村議会
	 	 協議会総会（議長）
	 26日	 一般質問通告期限
	 27日	 全国町村議会正副議長研修会
	 	（東京）
〔６月〕
	 ４日	 議会運営委員会
	 ４日	 全員協議会
	 10日	 県町村議会議長会
	 	 第１回臨時総会（議長）
	 11日	 第２回定例会開会（予定）

　

日
本
は
、皆
年
金
制
度
の
国
で
す
。

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た
は

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
厚
生
年
金
保
険

に
加
入
し
て
い
る
か
た
を
除
い
て
、

す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た

ら
国
民
年
金
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
チ
ラ
シ
や
左
記
年

金
機
構
特
設
案
内
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
口
座
振
替（
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
）

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
金
融
機

関
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
ま
す
。

さ
ら
に
、「
早
割
」
や
「
前
納
」
で
納

め
る
と
、
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

※
過
去
の
納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
、
口
座

振
替
で
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

年
金
事
務
所
に
申
し
込
み
、
継
続

的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら

　

毎
年
６
月
に
、
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
か
た
に
、
１
年
分
の
「
年
金

支
払
額
」
等
を
ま
と
め
て
お
知
ら
せ

す
る
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
年
金
振
込
通
知
書
と
年

金
額
改
定
通
知
書
が
一
体
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

六
日
町
年
金
事
務
所　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
音
声
案
内
②
を
押
し
た
後
②
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。）

　

税
務
町
民
課 
町
民
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

寄
附
の
紹
介

　

次
の
企
業
様
か
ら
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
と
し
て
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
そ
れ
ぞ

れ
ご
要
望
い
た
だ
い
た
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
株
式
会
社 

十
日
町
自
動
車
学
校
様

　

寄
附
額　

１
０
０
万
円

　

活
用
先　

交
通
関
連
事
業

　
　
　
　

  

（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
関
連
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

　

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク

■
場
所　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー　

調
理
室

■
参
加
申
込

　

６
月
11
日
㈬
ま
で
に
町
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

７
月
以
降
の
予
定
は
、
毎
月
20
日
号
の
広

報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

立
替
納
付
を
行
う
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、「
前
納
」
で
納
め
る
と
保
険
料

が
割
引
さ
れ
ま
す
。

・
電
子
納
付

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
等
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

六
日
町
年
金
事
務
所　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
音
声
案
内
②
を
押
し
た
後
②
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。）

議会コーナー

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

2020
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

便
利
で
お
得
な
納
付
方
法
を

便
利
で
お
得
な
納
付
方
法
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

６
月
に
は「
年
金
振
込
通
知
書
・

６
月
に
は「
年
金
振
込
通
知
書
・

年
金
額
改
定
通
知
書
」が
送
付

年
金
額
改
定
通
知
書
」が
送
付

さ
れ
ま
す

さ
れ
ま
す
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『身近な薬物のはなし』 …………………………… 岩波書店
●『政治の米・経済の米・文化の米』
 ………………………………………………………………………………… 山川出版社
●『16タイプ診断でわかるあなたのトリセツ』
 …………………………………………………………………………………………… 幻冬舎
●『日本全国厳選水族館38』 …………………… 大洋図書
●『亡

ぼう

霊
れい

の烏
からす

』 ……………………………………………………… 阿
あ

部
べ

 智
ち

里
さと

●『天
てん

狼
ろう

』 ……………………………………………………………………… 今
こん

野
の

 敏
びん

●『カフネ』 …………………………………………………………… 阿
あ

部
べ

 暁
あき

子
こ

●『アルプス席の母』 ……………………………………… 早
はや

見
み

 和
かず

真
まさ

【子どもの本】 
●『はるのおばけずかん』 ………………………………… 講談社
●『わたしは、跳ぶ！』……………………………新日本出版社
●『山あそびのやくそく』 ………………………………… 汐

ちょう

文
ぶん

社
しゃ

●『私立探検家学園』 …………………………………… 福音館書店
●『まてないの』 ……………………………ヨシタケ シンスケ
●『大ピンチずかん３』 ……………………… 鈴木 のりたけ
●『ほんやくすると』 …………………………………………… 斉

さい

藤
とう

 倫
りん

●『たぶんゾウ』 ……………………………………… たなか ひかる

・・・
相
互
貸
借
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　

よ
く
あ
る
質
問
・・・

　

リ
ク
エ
ス
ト
の
あ
っ
た
本
を
、県
内
の

ほ
か
の
公
立
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
て

貸
し
出
す「
相
互
貸
借
サ
ー
ビ
ス
」に
つ

い
て
、よ
く
あ
る
質
問
を
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。

　

リ
ク
エ
ス
ト
の
や
り
方
は
？

　

図
書
室
に
置
い
て
あ
る「
リ
ク
エ
ス
ト

カ
ー
ド
」に
記
入
し
、窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。お
電
話
な
ど
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
が
、別
の
図
書
と

の
間
違
い
を
避
け
る
た
め
、で
き
る
だ

け
カ
ー
ド
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

利
用
に
料
金
は
か
か
り
ま
す
か
？

　

無
料
で
利
用
可
能
で
す
。

　

本
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
か
ら
ど
れ
く

ら
い
で
本
が
届
き
ま
す
か
？

Ａ
依
頼
先
の
図
書
館
側
の
事
情
に
よ
っ

て
変
わ
り
ま
す
。早
け
れ
ば
数
日
以

内
に
届
く
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、貸

出
中
や
人
気
の
本
な
ど
の
場
合
に
は

半
年
以
上
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

貸
出
期
間
は
？

　

３
週
間
で
す
。た
だ
し
、依
頼
先
の
図

書
館
へ
の
返
却
日
が
決
ま
っ
て
い
る

た
め
、受
け
取
り
に
来
る
の
が
遅
れ

た
場
合
は
、そ
の
分
貸
出
期
間
が
短

く
な
り
ま
す
。期
間
の
延
長
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

公
民
館
図
書
室
の
本
を
６
冊
借
り
て

い
て
も
利
用
可
能
で
す
か
？

　

可
能
で
す
。本
の
届
く
日
に
ち
や
返

却
期
限
を
調
整
で
き
な
い
の
で
、通

常
の
冊
数
に
含
ま
ず
に
貸
し
出
し
し

ま
す
。

・・
図
書
室
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
の

　
　
　
　
　
　
　

際
の
お
願
い
・・

　

相
互
貸
借
で
他
の
図
書
館
か
ら
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
本
は
、発
売
後
か
ら

半
年
経
た
な
い
と
お
取
り
寄
せ
で
き
ま

せ
ん
。ま
た
半
年
経
っ
て
も
元
の
図
書
館

の
予
約
が
優
先
に
な
り
ま
す
の
で
、何

か
月
も
お
待
ち
い
た
だ
く
か
、お
取
り

寄
せ
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、他
館
で
人
気
の
本
は
購
入
を

検
討
し
ま
す
が
、お
取
り
寄
せ
で
き
な

い
本
を
全
て
購
入
す
る
こ
と
は
、予
算
の

都
合
上
厳
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
は
、略

称
で
は
な
く
正
式
な
書
名
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
、出
版
社
、筆
者
な
ど
が
分
か

る
範
囲
で
記
入
箇
所
を
埋
め
て
ご
提
出

く
だ
さ
い
。そ
う
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

ご
希
望
に
沿
わ
な
い
本
を
誤
っ
て
取
り

寄
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。こ
ち

ら
も
最
低
限
お
調
べ
を
し
て
お
取
り
寄

せ
を
し
ま
す
が
、万
が
一
誤
っ
て
い
た
場

合
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。迅
速

な
対
応
を
行
う
た
め
に
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
館
日　

５
月
26
日
㈪
、６
月
30
日
㈪

おとなになりたくないわたし

　ある理由で大好きな水泳をやめたすみれとク
ラスで一番目立つグループにいる西原さん。道
でうずくまる西原さんを助けたことをきっかけに
親しくなる二人。二人とも自分のからだに悩み
を抱えていて、わかってくれる友達が欲しかった。
からだの変化に戸惑う二人の少女を通して、第
二次性徴の悩みによりそう物語。

夜
よる

野
の

　せせり

ＱＱ

ＱＱ

AA

AA A

Ｑ

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

５月 −皐
さ

月
つ き

−

５月の新着図書（HPでも検索できます）



いきいき
大好き
津南町
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< お問い合わせ >　福祉保健課健康班　TEL：765-3114

  出典：厚生労働省「喫煙と健康 喫煙の健康影響に関する検討会報告書」（2016 年）

換気扇の下で吸う

タールタール
一酸化炭素一酸化炭素 ニコチンニコチン

主流煙の

1.2～
10.1倍

主流煙の

3.4～
21.4倍

主流煙の

2.8～
19.6倍

ベランダで吸う 空気清浄機を使っている

毎年5月31日は世界禁煙デー、5月31日～6月6日は禁煙週間です

　 「世界禁煙デー」は、世界保健機関（WHO）が「たばこを吸わないこと
が一般的な社会習慣になること」をめざし、1989 年に制定したものです。
また、厚生労働省は 1992 年から世界禁煙デーから始まる一週間を「禁煙
週間」とし、たばこの健康影響等への普及啓発を強化する
期間として取り組んできました。

受動喫煙のない社会を目指して受動喫煙のない社会を目指して
～私たちができることをみんなで考えよう～～私たちができることをみんなで考えよう～

今
年
の

テ
ー
マ
は

　たばこの煙には、喫煙者が吸う「主流煙」以上に、火のついたたばこの先端から立ち上る「副流煙」の方に、
有害物質が多く含まれています。喫煙者でなくても、自分の意志とは関係なく他の人のたばこの煙を吸わされる
ことを「受動喫煙」と言い、肺がんや脳卒中、心筋梗塞のリスクが高くなるなど、健康に大きな影響を与えます。

　周りの人に気を遣っているつもりでも、受動喫煙になってしまう場合があります。たばこの煙は消えた後
でも、床や壁、衣服や髪などに有害物質が付着しており、それらは特に子どもや乳幼児に気管支喘息やアト
ピー性皮膚炎などのアレルギー疾患をはじめ、健康への様々な影響を与えてしまいます。

換気扇ではたばこの煙やにお
いを完全に排出することはでき
ず、部屋に煙もにおいも広がっ
てしまいます。

サッシを閉めていても、隙間な
どから室内に煙やにおいは流れ
込んでしまいます。

空気清浄機はたばこの煙やにお
いを軽減できても、有害物質を
除去することはできません。

主流煙より副流煙に多く含まれる有害物質

受動喫煙にまつわる誤解

　加熱式たばこの煙にも、ニコチンや発がん性物質をはじめとする多くの有害物質が含まれており、
動脈硬化や血栓症のリスクが高まるなど、心臓や血管の健康に悪影響を与えることが分かってきて
います。また、加熱式たばこの副流煙にも有害物質は含まれているため、受動喫煙への影響も考慮
する必要があります。

加熱式たばこ

主流煙と副流煙

今月は
滝沢 琴音

保健師
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糖 分

脳の活性化脳の活性化肥満予防肥満予防

だ液がよく出るだ液がよく出る 口の周りの口の周りの
筋肉が引きしまる筋肉が引きしまる

時 間

むし歯ができるむし歯ができる

３３つのつの条件条件
むし歯菌

（ミュータンス菌）
食べ物の中の糖分を利用
して、プラーク（歯垢）をつ

くります。

糖分（砂糖）から酸をつ
くり出し、歯を攻撃し
続けます。砂糖の多い
おやつは、むし歯菌の
大好物です。

記憶力アップや
認知症予防になる。

満腹感を感じやすくなり、
食べすぎを防止する。

むし歯、歯周病、口臭
の予防や食べ物の消

化を促す。
発音がよくなり、
表情が豊かになる。

プラーク（歯垢）をつけ
たままにしておく時
間が長いことも、むし
歯ができる条件のひ

とつです。

健
康
な
心
身
は
、健
康
な
お
口
か
ら

６
月
４
日
～
１０
日
は

  

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」 

で
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
！

歯
と
口
の
ト
ラ
ブ
ル

歯
周
病
と
は

定
期
的
な
「
歯
科
健
診
」
で

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を 

 

健
口
へ
の
第
一
歩
！

成
人
の
た
め
の
「
歯
周
病
検
診
」

健
口
習
慣
で
毎
日
楽
し
く
！

　

 

「
後
期
高
齢
者
の
歯
科
健
診
」

歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
の
カ
ギ

〝
か
む
力
〟
を
つ
け
よ
う
！

　

歯
を
失
う
主
な
原
因
は「
む
し
歯
」と「
歯

周
病
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
進

行
す
る
と
歯
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
全
身
の

健
康
状
態
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

  

歯
周
病
と
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
に
付
着

し
た
細
菌
（
歯
周
病
菌
）
が
歯
肉
に
炎
症
を

起
こ
し
、
歯
を
支
え
る
骨
な
ど
を
溶
か
し
て

し
ま
う
病
気
で
す
。
最
初
は
痛
み
な
ど
の
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
進
行
し
て
最
終

的
に
は
歯
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
は
保
育
園
や
学
校
で
受
け
ら

れ
て
い
た
歯
科
健
診
で
す
が
、
大
人
に
な
る

と
個
人
で
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
忙
し
い
か
ら
後
に
し
よ
う
」「
痛
く
な
っ

た
ら
行
け
ば
い
い
」
と
思
っ
て
い
る
か
た
は

要
注
意
で
す
。

　

定
期
的
に
歯
科
医
院
で
歯
科
健
診
を
受
け

る
こ
と
で
、
歯
や
歯
ぐ
き
の
異
常
に
早
く
気

づ
く
こ
と
が
で
き
、
早
い
段
階
で
処
置
ま
た

は
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
に

も
歯
み
が
き
の
仕
方
、
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
、
歯
と
口
の
健
康
に
役
立
つ
知
識
や
技
術

も
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。
歯
科
医
院
で
専
門

的
な
ケ
ア
を
定
期
的
に
受
け
、
歯
と
口
の
ケ

ア
で
自
分
の
健
康
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

津
南
町
で
は
、
成
人
の
た
め
の
「
歯
周
病

検
診
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【 

対
象
者 

】

　

40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳

　
（
令
和
８
年
３
月
31
日
現
在
年
齢
）
の
町
民

　

※
個
別
に
随
時
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

【 

費
用 

】

　

検
診
は
無
料
で
す
が
、
そ
の
後
治
療
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
は
、
通
常
の
歯
科
診
療
費

が
か
か
り
ま
す
。

【 

方
法 

】

　

案
内
通
知
と
受
診
券
が
届
い
た
か
た
は
、

左
記
の
い
ず
れ
か
の
歯
科
医
院
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
津
南
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
村
山
歯
科
医
院

・
ナ
カ
ジ
マ
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ジ
オ

　

お
口
の
機
能
の
低
下
を
予
防
し
、
生
涯
に

わ
た
り
健
康
で
食
べ
る
楽
し
み
を
味
わ
う
こ

と
を
目
的
に
、
後
期
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

「
歯
科
健
診
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【 

対
象
者 
】　

76
歳
、
80
歳

　
（
令
和
８
年
３
月
31
日
現
在
年
齢
）
の
町
民

　

※
個
別
に
随
時
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

※
費
用
、
方
法
に
つ
い
て
は
、
成
人
の
た

め
の
「
歯
周
病
検
診
」
と
同
様
で
す
。

　

こ
ど
も
の
頃
か
ら
「
よ
く
か
む
習
慣
」
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
食
べ
物
の
消
化
を
助

け
る
、
脳
を
刺
激
し
て
発
達
を
促
す
な
ど

様
々
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

歯
と
口
は
食
べ
る
こ
と
、
話
す
こ
と
な
ど
、

健
康
で
ゆ
た
か
な
毎
日
を
支
え
る
大
事
な
器

官
の
ひ
と
つ
で
す
。
む
し
歯
や
歯
周
病
を
予

防
し
、
健
康
な
歯
と
口
を
維
持
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
祉
保
健
課 

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

“よくかむ”ことで得られる効果

今月は
桑原 世奈

栄養士
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

コ
ロ
コ
ロ
と
川か
わ

の
流な
が

れ
る
音お
と

の
み
の

五ご

月が
つ

の
昼ひ
る

は
穏お
だ

や
か
に
過す

ぐ 

板
場
麻
実

湯ゆ

煙け
む
り

の
向む

こ
う
に
見み

え
る
父ち
ち

の
顔か
お

こ
れ
が
最さ
い

後ご

と
温お
ん

泉せ
ん

旅り
ょ

行こ
う 

山
本
光
一

病び
ょ
う

院い
ん

の
廊ろ
う

下か

を
行い

き
交か

う
靴く
つ

の
音お
と

呼よ

ば
れ
る
を
待ま

ち
昼ひ
る

前ま
え

と
な
る 

江
村
美
智
代

入に
ゅ
う

浴よ
く

後ご

ク
リ
ー
ム
付つ

け
た
吾わ
れ

の
顔か
お

愛あ
い

猫び
ょ
う

ハ
ナ
は
す
ぐ
舐な

め
た
が
る 

小
島
香
代
子

吾あ

子こ

は
指ゆ
び

を
真ま

っ
直す

ぐ
揃そ
ろ

え
腕う
で

を
振ふ

り

選せ
ん

手し
ゅ

の
ご
と
く
庭に
わ

先さ
き

走は
し

る

 

（
大
晴
二
歳
）　

江
村
大
輔

紅こ
う

白は
く

帽ぼ
う

同お
な

じ
服ふ
く

着き

る
子こ

の
中な
か

に

孫ま
ご

の
姿す
が
た

を
目め

を
細ほ
そ

め
探さ
が

す 

津
端
恵
子

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

で
習な
ら

い
し
歌う
た

が
口く
ち

を
つ
く　
　

空そ
ら

が
こ
ん
な
に
青あ
お

い
か
ら
か
な 

貝
澤
圭
子

熊く
ま

に
折お

ら
れ
枝え
だ

先さ
き

白し
ろ

き
柿か
き

の
木き

の

裂さ

け
跡あ
と

著し
る

く
曇ど
ん

天て
ん

を
突つ

く 

恩
田
久
美
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
四
月
）

ド
ラ
ム
缶か
ん

氷つ

柱ら
ら

雫し
ず
く

の
滅め
っ

多た

打う

ち

立た

ち
て
見み

つ
屈か
が

み
て
は
見み

つ
苗な
え

木ぎ

市い
ち

 

房　

良

コ
ン
ビ
ニ
に
ピ
ン
ク
の
ド
レ
ス
卒そ
つ

園え
ん

児じ

春は
る

雨さ
め

に
ワ
イ
パ
ー
重お
も

き
夜や

行こ
う

バ
ス

 

守　

人

ふ
き
の
と
う
空そ
ら

の
広ひ
ろ

さ
に
驚お
ど
ろ

け
り

雪ゆ
き

解げ

川が
わ

勢い
き
お

い
つ
け
て
走は
し

り
け
り

 

壽　

子

ア
ル
バ
ム
は
な
つ
か
し
足あ
し

は
春は
る

炬ご

燵た
つ

畑は
た
け

見み

て
残ざ
ん

雪せ
つ

多お
お

し
何な
に

も
せ
ず

 

渡　

舟

つ
ん
ど
く
の
紙し

魚み

も
啓け
い

蟄ち
つ

知し

り
て
お
り

雪ゆ
き

祭ま
つ
り

天て
ん

狗ぐ

は
わ
ら
じ
を
は
い
て
お
り

 

緑　

義は

母は

逝い

き
ぬ
臥ふ

せ
り
て
も
な
お
わ
が
家か

族ぞ
く

の

心こ
こ
ろ

の
支さ
さ

え
で
あ
り
続つ
づ

け
た
り
き 

丸
山
直
子

観か
ん

桜お
う

の
騒ざ
わ

め
き
の
な
か
離ば
な

れ
ゐい

て

友と
も

の
背せ

ひ
と
り
大た
い

樹じ
ゅ

見み

上あ

ぐ
る 

小
野
寺
恒
代

止と

め
ど
な
く
降ふ

る
雪ゆ
き

眺な
が

め
し
み
じ
み
思お
も

う

春は
る

の
芽め

吹ぶ

き
と
橅ぶ
な

の
さ
緑み
ど
り 

高
橋
春
枝

俺お
れ

が
先さ
き

、
私わ
た
し

が
先さ
き

と
終つ
い

の
日ひ

を

語か
た

り
し
日ひ

あ
り
「
夫つ
ま

二に

十じ
ゅ
う

八は
ち

回か
い

忌き

」 

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

満ま
ん

開か
い

の
桜さ
く
ら

の
下し
た

で
蕗ふ
き

味み

噌そ

の

お
に
ぎ
り
広ひ
ろ

げ
一ひ
と

人り

花は
な

見み

す 

中
村
武
子

残ざ
ん

雪せ
つ

の
融と

け
ゆ
く
庭に
わ

に
舞ま

い
散ち

り
て

桜さ
く
ら

の
花か

弁べ
ん

小お

川が
わ

を
描え
が

く 

島
田
眞
之
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増岡 陽一

ど
の
の
ぼ
り
旗
を
立
て
る
、
防
犯
カ
メ
ラ
や

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
設
置
と
併
せ
、「
カ
メ
ラ

作
動
中
」
と
掲
示
を
す

る
な
ど
、
不
審
者
へ
の
警

戒
を
で
き
る
限
り
強
化

し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

農
業
の

知
識

豆

　

近
年
、
農
作
物
の
盗
難
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
国
内
で
は
毎
年
２
千
件
以
上
が
報
告
さ

れ
、
町
内
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
農
機
具

の
盗
難
に
比
べ
れ
ば
被
害
は
少
額
で
す
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
未
解
決
で
あ
り
、
農
家
の

営
農
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
深
刻
な
問
題
で
す
。

●
農
作
物
の
盗
難
が
増
え
て
い
る
背
景

　

近
年
は
異
常
気
象
に
よ
る
農
作
物
の
不
作

に
加
え
、
産
地
の
差
別
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
が

進
み
、
農
作
物
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と

が
盗
難
の
動
機
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、流
通
ル
ー
ト
の
多
様
化
に
よ
り
、

誰
も
が
気
軽
に
匿
名
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
売

買
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
盗
品

販
売
に
対
す
る
リ
ス

ク
が
低
く
な
っ
た
こ

と
も
影
響
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

●
農
家
が
行
う
盗
難
の
自
衛
策

　

収
穫
物
は
ほ
場
に
放
置
せ
ず
、
速
や
か
に

持
ち
帰
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
ま
た
、
夜
間

は
保
管
場
所
の
窓
や
出
入
口
の
施
錠
を
徹
底

し
て
く
だ
さ
い
。
ほ
場
は
部
外
者
が
侵
入
し

づ
ら
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
見
回
り
強
化
中
」
や
「
農
薬
散
布
中
」
な

●
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
盗
難
防
止
対
策

　

そ
れ
ぞ
れ
が
自
衛
策
を
講
じ
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
対
策
を
呼
び
掛
け

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
S
N
S
や
会
合
等
で

農
家
の
防
犯
意
識
を
高
め
る
、
協
力
し
て
夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど
の
取
組
が

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
な
お
、

不
審
者
や
不
審
車
両
を
見
つ
け

た
際
は
速
や
か
に
警
察
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

●
「
あ
き
ら
め
さ
せ
る
こ
と
」
が
重
要

　

管
理
す
る
す
べ
て
の
ほ
場
で
防
犯
設
備
を

設
置
す
る
こ
と
は
費
用
面
を
含
め
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、「
犯
人
を
捕
ま

え
る
こ
と
」
よ
り
も
「
盗
難
を
あ
き
ら
め
さ

せ
る
こ
と
」
の
抑
止
力
こ
そ
が
最
大
の
防
犯

対
策
と
考
え
る
べ
き
で
す
。
幹
線
道
路
の
目

立
つ
と
こ
ろ
に
注
意
喚
起
の
の
ぼ
り
旗
を
立

て
た
り
、
定
期
的
に
見
回
り
を
し
た
り
、
警

察
に
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
を
依
頼
し
た
り
と
複

数
の
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
「
防
犯
意
識
の

高
い
地
域
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要

で
す
。
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
対
策
で
大
切
な

農
作
物
を
盗
難
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

農
作
物
の
盗
難
防
止
対
策

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡765‐3115

　

こ
ん
に
ち
は
。中
津
地
区
担
当
の
増
岡
で

す
。津
南
町
に
昨
年
の
８
月
末
に
移
住
し
て

８
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
歳

に
な
る
と
10
年
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
る

の
で
、８
ヶ
月
は
一
瞬
で
し
た
ね
…
。

　

初
め
て
の
冬
シ
ー
ズ
ン
、以
前
は
ス
キ
ー

に
遊
び
に
来
る
短
期
間
だ
け
の
雪
と
の
ふ

れ
あ
い
で
し
た
が
、今
シ
ー
ズ
ン
は
す
ご

か
っ
た
で
す
ね
！
と
い
う
か
、私
に
と
っ
て
は

『
津
南
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
』を
感
じ
る
と
て

も
良
い
機
会
で
し
た
。皆
さ
ま
か
ら
は『
雪
、

大
丈
夫
か
～
？
』『
今
シ
ー
ズ
ン
は
、例
年
に

な
く
ひ
ど
い
年
だ
か
ら
ね
～
め
げ
ず
に
頑

張
っ
て
ね
～
』な
ど
、優
し
い
お
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
、降
雪
・
積
雪
の『
基
準
』

に
な
り
ま
し
た
の
で
、も
う
恐
い
も
ん
な
し

で
す
ね

！？

　

地
球
温
暖
化
が
進
み
、海
水
温
度
が
上

昇
し
、降
雪
量
が
年
々
増
え
る
の
か
な
ぁ
と

思
い
な
が
ら
、み
ご
と
な
降
雪
を
実
感
す
る

こ
と
で
、関
東
平
野
か
ら
の
移
住
者
と
し
て

は
、日
本
列
島
を
俯
瞰
視
す
る
こ
と
が
出

来
て
、小
学
校
で
習
っ
た
理
科
を
思
い
出
し

な
が
ら
、ふ
む
ふ
む
と
雲
の
動
き
・
雪
の
降

り
方
・
太
陽
の
軌
道
、日
々
脳
ト
レ
を
し
て

お
り
ま
す
…
。

　

長
年
、日
本
海
側
で
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
は
、『
増
岡
は
何
を
言
っ
て
い
る
ん

だ
か
？
』と
、お
思
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

川
の
流
れ
一
つ
と
っ
て
も
、関
東
平
野
で
長

く
暮
ら
す
と
、川
は
北
か
ら
南
へ
、地
図
で

見
る
と
上
か
ら
下
へ
流
れ
る
と
い
う
先
入

観
が
あ
り
ま
し
た
が
、『
中
津
川
っ
て
、下
か

ら
上
へ
…
う
～
ん
』と
最
初
は
逆
立
ち
を
し

て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
、移
住
当
初
は
津
南

町
住
宅
地
図
を
グ
ル
グ
ル
と
回
転
さ
せ
て

見
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。今
は

だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
面
接
が
昨
年
の

４
月
18
日
で
し
た
。そ
の
日
は
、残
雪
は
全

く
な
く
段
丘
桜
や
中
子
の
桜
が
咲
き
誇
っ

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、今
年
は

様
子
が
違
い
、ぐ
る
～
っ
と
季
節
を
一
周
し

て
、『
津
南
』を
体
感
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら『
か
わ
ら
版 

つ
な
ん
で
す

ん
で
』を
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
て
も
雑
な
文
章
で
恐
縮
で
す
が
、皆
さ
ま

と
つ
な
が
り
た
い

一
心
で
発
行
い
た

し
ま
し
た
。引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　

特
産
商
品
認
定
式

　

そ
れ
ぞ
れ
の
認
定
商
品
は
、「
大
地
の
た

か
ら
も
の
」
と
称
し
、
苗
場
山
麓
と
商
品
に

ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ
る
か
と
い
う

「
ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、『
青
倉
米
』
の
ふ
る
さ
と
、
青
倉

集
落
の
位
置
す
る
千
曲
川
左
岸
は
、
か
つ
て

海
で
し
た
。
そ
こ
が
隆
起
し
「
信
越
ト
レ
イ

ル
」
の
ル
ー
ト
と
な
る
関
田
山
脈
を
形
成
し

ま
し
た
。
こ
の
地
域
一
帯
は
地
す
べ
り
地
帯

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
環
境
が
水
稲
栽
培
に

適
し
て
い
ま
す
。
青
倉
集
落
の
西
方
、
標
高

約
5
0
0
m
「
城
ヶ
館
（
旧
青
倉
城
跡
）」
に

は
〝
天
空
の
田
ん
ぼ
〟
が
広
が
り
、
正
面
に

苗
場
山
と

千
曲
川
右

岸
の
河
岸

段
丘
面
を

一
望
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ

さ
い
。

  

同
日
、
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
特
産
商
品

認
定
式
が
行
わ
れ
、
新
た
に
「
青
倉
米
」
と

い
う
栄
村
の
お
米
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
認
定
式

　

4
月
20
日
、
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ

イ
ド
認
定
証
授
与
式
及
び
、
特
産
商
品
認
定

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会
桑

原
悠
会
長
か
ら
認
定
証
が
授
与
さ
れ
、
新
た

に
６
名
が
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
の
総
勢
は
1
1
2
名

と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
大
地
の
芸
術
祭
と
の
連
携
も
進

め
て
お
り
、
活
躍
の
場
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
苗
場
山

麓
の
魅
力

を
多
く
の

か
た
が
た
に

伝
え
て
い
た

だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

日
記

　

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
〝
う
も
れ
あ
〟
の

オ
ー
プ
ン
が
、
10
月
18
日
㈯
に
決
定
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
で
あ
る
小
林

達
雄
先
生
の
お
話
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
斎
藤

孝
太
郎
さ
ん
に
よ
る
チ
ェ
ロ
演
奏
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
随
時

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

展
示
は
着
々
と
進
ん
で
い
て
、
展
示
ケ
ー

ス
の
中
に
各
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
や
石

器
な
ど
を
並
べ
る
作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
す
る
出
土
遺
物
の
数
は
千
点
あ
ま
り

に
な
る
予
定
で
、
今
ま
で
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の

事
情
に
よ
り
未
公
開
だ
っ
た
も
の
も
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
が
、〝
う
も
れ
あ
〟
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

で
す
。
縄
文
土
器
に
み
ら
れ
る
渦
巻
文
様
と

発
掘
に
使
う
移
植
ゴ
テ
、
そ
し
て
無
限
「
∞
」

が
組
み
合
わ
さ
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。
無
限

「
∞
」
に
は
「
津
南
の
宝
も
の
を
伝
え
、
未
来

ま
で
残
し
て
い
く
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
〝
う
も
れ
あ
〟
準
備
室

　

℡
７
５
５
‐
７
０
１
１

●
10
月
18
日
㈯
オ
ー
プ
ン

（
２
）

●
〝
う
も
れ
あ
〟
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

土器の展示の様子

縄文時代 の 耳飾り（沖ノ原遺
跡 出土）も展示します

Photo by T.Ogawa

合格者で記念撮影

認定商品と記念撮影青倉米

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

日
本
認
定
10
周
年
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〇春・夏季企画展「佐藤陽一の世界展 －身近な素材で創る45年間の歩み－」
　会　期：4月26日㈯〜8月17日㈰
　入場料：無料
　創作活動を続けて 40 年以上になる佐藤陽一氏の作品展です。

紙紐を編み上げた造形作品、川原石を粘土で包み彩色した作品、

絵画などを展示します。

〇ホタル観察会
　日　時：6月21日㈯　午後７時30分〜９時
　体験料：500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生〜大人
　水がきれいなところにしか生息しないホタル。

幻想的な夜を過ごしましょう。

〇日本遺産カードの配布について
　日本遺産『「なんだ、コレは！」信濃川流域の火焔型土器と雪国の文化』の構成

文化財の魅力を紹介するカードを配布しています。

　津南町で配布しているカードは 5 枚で、指定された文化財の写真を撮って配布

場所で提示するとカードが貰えます。

　「道尻手遺跡出土品」……………… 撮影場所：なじょもん、配布場所：なじょもん

　「沖ノ原遺跡」……………………… 撮影場所：沖ノ原遺跡、配布場所：松屋

　「河岸段丘（川の展望台から）」…… 撮影場所：川の展望台、配布場所：津南観光物産館

　「龍ヶ窪」…………………………… 撮影場所：龍ヶ窪、配布場所：好月

　「秋山郷（雪の前倉橋）」…………… 撮影場所：前倉橋、配布場所：生蜂園

〇『津南学』第13号刊行のお知らせ
　津南の自然・文化・民俗・歴史などの魅力を凝縮した『津南学』の第13号が刊行

されました。

　なじょもん・文化センターなどで、1,500円でお買い求めいただけます。

佐藤陽一氏の作品

ホタル観察会

日本遺産カード

『津南学』第 13 号

６月 【なじょもん☎ 765-5511】 予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈰ 9:00～10:30 身近な薬草 500 低学年以上

7日㈯ 10:00～11:30 クルミのアクセサリー 500 低学年以上

8日㈰ 10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

14日㈯ 10:00～11:00 苔玉づくり 700 低学年以上

15日㈰ 10:00～11:30 そば打ち 1,500 中学年以上

21日㈯ 19:30～21:00 ホタル観察会　※雨天中止 500 低学年以上

22日㈰ 10:00～11:00 苔玉づくり 700 低学年以上

28日㈯ 9:00～11:00 夏の自然観察会 500 低学年以上

29日㈰ 10:00～15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年以上

N
ajom

on Inform
ation
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

5
月
3
日
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
で

二
十
歳
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。懐
か
し
さ

と
新
鮮
さ
が
混
じ
り
合
う
彼
ら
の
笑
顔
は
、二
十
歳

の
つ
ど
い
だ
か
ら
こ
そ
の
表
情
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

あ
れ
だ
け
の
積
雪
を

忘
れ
る
よ
う
な
、新
緑

の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
時
期
に
な

る
と
、私
の
学
生
時
代
の
先
生
が「
山
が
濃

淡
様
々
な
緑
色
に
覆
わ
れ
る
、新
緑
の
風

景
が
好
き
」と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。当
時
は
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た

私
も
、今
で
は
し
み
じ
み
と
共
感
し
ま
す
。

	

樋
口

■人口8,346（−28）　男4,056（−２）　女4,290（−26）

■世帯数3,401（−４）　■転入／ 12　■転出／ 26　■出生／４　■死亡／ 18　■婚姻／０５月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

髙橋　昭二さん	 （87歳・中深見）

佐藤美代子さん	 （98歳・陣場下）

島田　成一さん	 （91歳・宮野原）

大平　　愛さん	 （88歳・大割野）

石澤フミイさん	 （94歳・駒返り）

岩本　テツさん	 （90歳・恵福園ほくぶ）

金子　直江さん	 （87歳・相吉）

滝澤　幸蔵さん	 （82歳・正面）

村山　貞子さん	 （85歳・十二ノ木）

桑原　麗子さん	 （91歳・割野）

髙橋カノエさん	 （92歳・辰ノ口）

小林　良子さん	 （93歳・反里）

久保田維
い

吹
ぶき

（十二ノ木） 純平さん
 早希さん

藤ノ木咲
さ

那
な

（正面） 勝吾さん
 友梨さん

樋口　　紬
つむぎ

（子種） 瞭さん
 実佳さん

石澤　　結
ゆい

（上野） 雄太さん
 文さん

私
が
さ
ま
ざ
ま
な

 

こ
と
を
お
伝
え
し
て

　
　
　

い
き
ま
す
！

　春からだんだん夏へと、季節が変わりゆくこの頃となりました。5月3日
は「二十歳のつどい」を開催しました。幼少期の面影も感じさせつつ、立派に
成長し、活躍している様子の皆さまの姿に、15年近く町政に携わらせてい
ただいてきた私も感慨深いものがありました。『２本ある手のどちらかは誰
かのために使えるように』という「上を向いて歩こう」の作詞家・永六輔さん
の言葉を贈りました。今後のご活躍を祈念します。
　今号では、「二十歳のつどい」の他に、12、13ページで「ニュー・グリー
ンピア津南の再生へ」とし、町民の皆さまへあらためて町が抱えている課題
や、今後の方針などをお伝えしました。
　現世代だけでなく、次世代のことも考えて、慎重に検討してまいりまし
た。政策判断の時間軸は今だけでなく、未来も考慮する必要があります。そ
の両方が組み合わさって、津南町が良い形で成り立つのが良いわけであり
ます。今回、二十歳を迎えられた皆さまをはじめ、若いかたや子どもたちが、
将来津南に戻ってきてもいい、就職してもいいと思ってもらえるような再
生につなげていきます。
　年頭のごあいさつでもお伝えしたように、ニュー・グリーンピア津南の再
生への道が付きましたら、次に町立津南病院事業の再生に向けたお話をさ
せていただくことを考えております。先送りしても、これまでと変わらない
ばかりか、一層困難な状態に直面するこ
とになります。事業再生には、どのよう
な選択肢を取るにせよ、大きな力が必要
です。これらの課題を町民の皆さまにご
理解いただき、ともに一つずつ乗り越え
させていただくことで、高齢化が進み困
難が多くなった津南町が再生し、創生す
ると信じています。

〜〜２２
つつ

７７
なな

００
んん

ちゃんねる〜ちゃんねる〜

町長町長のの部屋部屋

津南町長　桑原　悠

広報無線を 「聞き直し」できる
ようになりました！

直前に配信された無線音声が、電話で
聞き直しできるようになりました。

■お問い合わせ　総務課総務班　℡ 765-3112

■ 聞き直し電話番号

℡025-755-8026
※通話料はお客様にご負担いただきます。ご了承ください。
※同時に聞き直しができるのは２回線までです。
　電話が繋がらない場合はしばらく時間を空けてご利用ください。

戸 籍 の 窓


